
レ
シ
ピ
を
読
む
、
楽
譜
を
読
む
、
図
面
を
読
む
（
一
九
）

小
野
塚
知
二

　

写
真
①
は
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
キ
ン
グ
エ
ア
で
、
原

型
が
初
飛
行
し
て
か
ら
六
二
年
、
そ
の
前
身
ツ
イ
ン
ボ
ナ
ン
ザ
か
ら
は

七
五
年
に
も
な
る
長
命
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
の（
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
駆
動
す
る
）
ビ
ジ
ネ
ス
機
を
代
表
す
る
存
在

で
、軍
用
に
も
広
く
用
い
ら
れ
、各
型
合
計
で
六
〇
〇
〇
機
以
上
が
生
産

さ
れ
ま
し
た
。
写
真
②
は
イ
タ
リ
ア
の
ピ
ア
ッ
ジ
ョ
社
が
開
発
し
、
現

在
も
生
産
が
続
い
て
い
る
P. 

180
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ（A

vanti

）で
す
。
タ
ー

ボ
プ
ロ
ッ
プ
・
ビ
ジ
ネ
ス
機
と
し
て
は
破
格
の
高
性
能
で
、
最
高
速
度

は
セ
ス
ナ
・
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ホ
ン
ダ
・
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ジ
ェ
ッ
ト
機
よ
り
速
い
く
ら
い
で
す
。軍
用
の
無
人
機
型
も
含
め
て

三
〇
〇
機
ほ
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、充
分
、実
用
に
耐
え
て
い

る
飛
行
機
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
港
で
何
度
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
見
る
た
び
に
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
ほ
ど
、
ぎ
ょ
っ
と
す
る
飛

行
機
で
す
。写
真
③
は
ア
メ
リ
カ
の
天
才
的
な
航
空
機
設
計
者
バ
ー
ト
・

ル
ー
タ
ン
が
設
計
し
た
二
人
乗
り
ホ
ー
ム
ビ
ル
ト
機
の
ヴ
ァ
リ
イ
ー

ズ
ィ（V

ariEze
）で
す
。部
品
を
買
っ
て
き
て
自
宅
の
納
屋
・
車
庫
の
よ

　

前
回
（
図
面
の
前
回（
第
一
六
回
）で
は
な
く
て
、
第
一
八
回
）、楽

譜
を
末
尾
か
ら
逆
向
き
に
演
奏
す
る
逆
行
カ
ノ
ン
に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
。で
は
飛
行
機（
固
定
翼
の
航
空
機
）は
逆
向
き
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
鉄
道
車
両
、
自
動
車
、
船
、
潜
水
艦
、
そ
れ
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
（
回
転
翼
の
航
空
機
）
は
後
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
気

機
関
車
の
多
く
は
ど
ち
ら
が
前
で
ど
ち
ら
が
後
ろ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

旅
客
機
に
乗
客
が
乗
り
込
み
、
荷
物･

貨
物
も
積
み
終
わ
る
と
、
ド

ア
を
閉
め
て
後
進
し
て
、
ゲ
ー
ト
か
ら
離
れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
力
で

後
進
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ト
ー
イ
ン
グ
カ
ー
に
押
さ
れ
て
後
退
し

て
い
る
の
で
す
。
機
関
を
逆
噴
射
し
て
、
脚
の
制
動
装
置
を
解
放
す
れ

ば
、
後
ろ
向
き
に
進
む
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し

た
運
用
は
通
常
は
あ
り
え
ま
せ
ん
し
、
そ
も
そ
も
後
進
で
き
る
と
い
っ

て
も
地
上
で
の
話
で
す
。
で
は
空
中
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
ち
ら
向
き
に
飛
ぶ
か

　

写
真
①
～
④
の
飛
行
機
は
左
右
ど
ち
ら
向
き
に
飛
ぶ
で
し
ょ
う
か
。

2829

う
な
と
こ
ろ
で
数
人
で
組
み
立
て
ら
れ
る
小
さ
な
飛
行
機
で
す
が
、
き

わ
め
て
高
性
能
で
す
。
写
真
④
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
か
ら
朝
鮮
戦
争

期
を
代
表
す
る
レ
シ
プ
ロ
戦
闘
機
の
Ｐ-

51D
マ
ス
タ
ン
グ
で
す
。

　

向
き
の
感
覚

　

写
真
①
は
左
向
き
に
飛
ん
で
い
ま
す
が
、
写
真
②
は
右
向
き
に
飛
ん

で
い
ま
す
。
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
機
関
の
前
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
あ
る
と
か
、
主

翼
が
胴
体
中
央
よ
り
も
前
寄
り
に
あ
る
な
ど
の
固
定
観
念
で
見
る
と
、

写
真
②
の
飛
行
機
の
向
き
を
判
定
す
る
際
に
混
乱
し
ま
す
。
写
真
③
は

左
向
き
に
飛
び
ま
す
。
こ
れ
は
引
っ
掛
け
問
題
で
、
こ
こ
で
は
ヴ
ァ
リ

イ
ー
ズ
ィ
の
前
脚
が
収
納
状
態
で
写
っ
て
い
る
の
で
、
昔
の
尾
輪
式
飛

行
機
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。写
真
④
は
右
向
き
に
飛
び
ま
す
。

　

写
真
②
は
P. 

180
の
平
面
形
を
よ
く
写
し
て
い
ま
す
が
、
水
平
尾
翼
ら

し
き
も
の
が
機
尾
（
左
端
）
だ
け
で
な
く
、
機
首
（
右
端
）
に
も
あ
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
機
尾
に
あ
る
の
は
確
か
に
水
平
尾
翼
で
す
が
、
機

首
に
あ
る
の
は
先
尾
翼
（
前
翼
、カ
ナ
ー
ル
翼
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ヴ
ァ

リ
イ
ー
ズ
ィ
は
主
翼
と
先
尾
翼
だ
け
で
、
水
平
尾
翼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

垂
直
尾
翼
は
主
翼
の
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
付
い
て
い
ま
す
。

　

高
性
能
の
理
由

　

P. 

180
も
ヴ
ァ
リ
イ
ー
ズ
ィ
も
同
級
機
と
比
べ
る
と
明
ら
か
に
高
性

能
で
す
。P. 

180
と
キ
ン
グ
エ
ア
Ｂ
200
の
機
関
は
ど
ち
ら
も
プ
ラ
ッ
ト
・

ア
ン
ド
・
ウ
ィ
ッ
ト
ニ
の
PT 

6A（
八
五
〇
馬
力
）二
基
で
、最
大
座
席
数

　　レシピを読む、楽譜を読む、図面を読む（一九）

逆
向
き

写真①：キングエア，写真②：P. 180 アヴァンティ，
写真③：ヴァリイーズィ，写真④：P-51D マスタング



す
。し
ば
ら
く
機
首
を
下
げ
て
降
下
を
続
け
る
う
ち
に
速
度
が
上
が
り
、

主
翼
周
り
の
気
流
も
整
い
、通
常
の
飛
行
状
態
に
戻
る（
失
速
か
ら
回
復

す
る
）こ
と
が
で
き
ま
す
。失
速
回
復
の
要
点
は
前
の
翼（
通
常
尾
翼
機

な
ら
主
翼
）が
失
速
し
て
も
、後
ろ
の
翼
は
失
速
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

失
速
回
復
と
前
後
の
翼
の
迎
え
角
の
関
係
は
先
尾
翼
機
で
も
同
じ
で

す
の
で
、
先
尾
翼
の
方
が
主
翼
よ
り
も
迎
え
角
が
大
き
く
、
速
度
を
低

下
さ
せ
て
い
く
と
先
尾
翼
が
先
に
失
速
し
て
、
機
首
が
下
が
り
、
主
翼

は
失
速
し
な
い
の
で
通
常
尾
翼
機
の
よ
う
に
揚
力
を
失
っ
て
大
き
く
降

下
す
る
こ
と
な
く
、速
度
が
回
復
す
れ
ば
先
尾
翼
周
り
の
気
流
は
整
い
、

失
速
か
ら
の
回
復
は
容
易
で
す
。
つ
ま
り
、
先
尾
翼
は
正
の
揚
力
Ｃ
を

発
生
す
る
の
で
、Lc+

Ｃ
＝
Ｗ
と
な
り
ま
す
。
飛
行
機
の
重
量
が
同
じ

Ｗ
だ
と
す
る
な
ら
ば
、右
の
二
つ
の
式
か
ら
先
尾
翼
機
の
主
翼
揚
力
は
、

Lc
＝
Lt

－（
Ｃ
＋
Ｔ
）と
な
り
、通
常
尾
翼
機
の
主
翼
揚
力
よ
り
も
か
な

り
小
さ
く
て
も
、
先
尾
翼
機
は
充
分
な
揚
力
を
確
保
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
翼
面
荷
重
が
高
く
て
も
、
先
尾
翼
も
揚
力
を
発
生
す
る
た
め

上
昇
性
能
や
離
陸
性
能
は
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
主
翼
が
小
さ
な

分
、
抵
抗
と
構
造
重
量
を
軽
減
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
よ
い
こ
と
づ
く

め
で
す
。
ラ
イ
ト
兄
弟
の
飛
行
機
も
先
尾
翼
で
し
た
。
P. 

180
や
ヴ
ァ
リ

イ
ー
ズ
ィ
の
高
性
能
は
こ
う
し
た
説
明
で
納
得
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

よ
い
こ
と
づ
く
め
で
高
性
能
で
、
航
空
史
の
初
発
か
ら
あ
る
の
に
、

先
尾
翼
機
が
多
数
派
と
な
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
次
回
改
め
て
。

は
一
〇
、最
大
航
続
距
離

は
三
〇
〇
〇
㎞
超
、離
陸

滑
走
路
長
は
一
〇
〇
〇

メートル
弱
で
ほ
ぼ
同
級
の

飛
行
機
で
す
が
、
前
者

の
最
高
時
速
が
七
四
五

㎞
に
対
し
て
、
後
者
は

五
四
五
㎞
と
大
差
が
あ

り
ま
す
。
P. 

180
は
巡
航

時
速
で
も
六
四
四
㎞
と

キ
ン
グ
エ
ア
の
最
高
速

度
よ
り
一
〇
〇
㎞
も
速

い
の
で
す
。
二
〇
〇
三
年
に
は
時
速
九
二
七
・
四
㎞
の
記
録
を
樹
立
し

て
い
ま
す
（
国
際
航
空
連
盟
（
Ｆ
Ａ
Ｉ
）
公
認
）。
実
用
上
昇
限
度
は

P. 

180
が
一
万
二
四
九
七
メートル
、
キ
ン
グ
エ
ア
は
一
万
六
七
〇
メートル
で
す
。

　

ま
さ
に｢

前
進
（avanti

）｣

す
る
飛
行
機
の
面
目
躍
如
で
す
。
か

つ
て
イ
タ
リ
ア
社
会
党
は
機
関
誌Avanti

を
一
八
九
六
年
に
創
刊
し
、

第
一
次
世
界
大
戦
初
期
に
は
フ
ァ
シ
ス
ト
に
転
向
す
る
前
の
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
が
そ
の
編
集
長
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
左
翼
政
党

は
こ
の
名
を
継
承
す
る
新
聞
を
今
世
紀
初
頭
ま
で
発
刊
し
続
け
て
き
ま

し
た
。第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
女
神
イ
タ
リ
ア
が
兵
士
を
率
い
て「
常

に
前
進｣

す
る
戦
意
昂
揚
ポ
ス
タ
ー
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。“avanti”

は
近
現
代
の
イ
タ
リ
ア
で
は
特
殊
な
価
値
を
帯
び
て
き
た
語
で
す
。
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通
常
の
尾
翼
機
に
比
べ
る
と
先
尾
翼
機
は
主
翼
面
積
が
小
さ
く
て

も
、充
分
な
揚
力
が
確
保
で
き
る
の
で
す
。
図
の
左
側
は
通
常
尾
翼
機
、

右
側
は
先
尾
翼
機
の
縦
の
釣
り
合
い
を
模
式
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
尾
翼
機
の
主
翼
は
飛
行
機
に
掛
か
る
重
力
Ｗ
と
水
平
尾
翼
が
発

生
す
る
負
の
揚
力
Ｔ
の
合
計
を
支
え
る
正
の
揚
力
Lt
を
生
み
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。Lt
＝
Ｗ+

Ｔ
で
す
。通
常
尾
翼
機
の
尾
翼
が
負
の

揚
力
を
発
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
通
常
尾
翼
機
で
は
尾
翼
は

失
速（
翼
表
面
の
気
流
が
剝
離
）し
て
は

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
飛
行
機
は
速
度

を
落
と
す
と
と
も
に
、
揚
力
を
維
持
す

る
た
め
に
機
首
を
上
げ
た
状
態
で
高
い

迎
え
角
（
翼
弦
と
気
流
の
な
す
角
度
）

で
飛
行
し
ま
す
。さ
ら
に
速
度
を
落
と

し
て
迎
え
角
を
強
め
る
と
、
つ
い
に
主

翼
上
面
の
気
流
が
主
翼
表
面
に
追
随
で

き
ず
に
剝
離
し
て
、大
量
の
渦
を
発
生

し
ま
す
。こ
れ
が
失
速（stall

）で
す
。こ

こ
で
主
翼
が
尾
翼
よ
り
先
に
失
速
す
る

と
、
Lt
が
失
わ
れ
る
の
で
縦
の
釣
り
合

い
は
崩
れ
て
、
機
首
を
下
げ
て
降
下
を

始
め
ま
す
が
、
尾
翼
周
り
の
気
流
は
剝

が
れ
な
い（
尾
翼
は
失
速
し
な
い
）の

で
、尾
翼
・
昇
降
舵
の
操
作
は
可
能
で

　

ヴ
ァ
リ
イ
ー
ズ
ィ
と
セ
ス
ナ
150
は
ど
ち
ら
も
長
命
の
コ
ン
テ
ィ
ネ
ン

タ
ル
Ｏ-

200
水
平
対
向
機
関
（
一
〇
〇
馬
力
）
単
発
で
、
座
席
数
二
で

す
が
、
前
者
の
最
大
時
速
三
一
四
㎞
、
巡
航
時
速
二
八
二
㎞
に
対
し
て
、

セ
ス
ナ
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
二
㎞
、
一
五
二
㎞
で
す
。
航
続
距
離
は
前
者

が
一
四
〇
〇
㎞
、後
者
が
七
八
〇
㎞
で
す
。大
き
さ
は
ヴ
ァ
リ
イ
ー
ズ
ィ

の
方
が
は
る
か
に
小
さ
く
、全
長
／
全
幅
は
四
・
二
七
／
六
・
七
七
メートル
で
、

完
成
後
も
車
庫
や
納
屋
に
格
納
で
き
る
小
さ
さ
で
す
。

　

同
じ
機
関
を
装
備
し
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
性
能
差
が
生
ま
れ
る

の
は
主
翼
の
大
き
さ
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
P. 

180
の
翼
面
積
が
一
五･

九
九
㎡
に
対
し
て
、
キ
ン
グ
エ
ア
は
二
八
・
一
五
㎡
と
約
二
倍
の
差
が
、

ま
た
、
ヴ
ァ
リ
イ
ー
ズ
ィ
の
翼
面
積
五
・
四
八
㎡
に
対
し
て
セ
ス
ナ
は

一
四
・
八
六
㎡
と
約
三
倍
の
差
が
あ
り
ま
す
。
翼
が
小
さ
け
れ
ば
空
気

抵
抗
と
翼
の
構
造
重
量
が
減
少
し
ま
す
。
抵
抗
が
減
れ
ば
同
じ
機
関
出

力
で
よ
り
高
い
速
度
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
最
大
離
陸
重
量
を
主
翼
面

積
で
除
し
た
値
を
翼
面
荷
重
と
い
い
、
飛
行
機
の
性
能
を
見
極
め
る
重

要
な
指
標
と
な
り
ま
す
が
、
P. 

180
の
翼
面
荷
重
が
三
四
三
㎏
／
㎡
な
の

に
対
し
て
、
キ
ン
グ
エ
ア
は
二
〇
一
㎏
／
㎡
と
大
差
が
出
ま
す
。

　

た
だ
し
、
翼
面
荷
重
が
重
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
軽
い
方
が
離
着
陸
性
能
や
上
昇
性
能
は
向
上
し
ま
す
し
、
空
気
の

薄
い
高
空
飛
行
に
は
重
い
翼
面
荷
重
は
不
適
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
翼
面

荷
重
が
七
割
以
上
重
い
P. 

180
の
方
が
上
昇
性
能
も
高
空
性
能
も
高
く
、

ま
た
離
陸
に
必
要
な
滑
走
路
長
は
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
同
等
で
す
。
な
ぜ
、

そ
う
し
た
魔
法
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

お
の
づ
か
・
と
も
じ

東
京
大
学
特
任
教
授
／
名
誉
教
授

　　レシピを読む、楽譜を読む、図面を読む（一九）

通常尾翼機と先尾翼機の縦の釣り合い

第一次世界大戦期イタリアのポスター「常に前進！」
（1916 年）


